
函館市・北⽃市・七飯町は、港をベースとする⽔産・海洋関連産業を中⼼に発展し、⾷料品製造業や，造船業や機械⾦属に関連した製造業が集積されている。このほ
か、システム情報科学に特化した公⽴はこだて未来⼤学や、ものづくり技術などの先端技術を有する函館⼯業⾼等専⾨学校などの⾼等教育機関も集積しており、近年で
は積極的にIT関連企業の研究開発拠点を誘致し、新産業創出や雇⽤拡⼤を⽬指している。
加えて、観光は函館地域が誇る産業の⼀つであり、全国でも有数の観光都市と⾔われるまでの発展を遂げ、国内において、観光都市としてのイメージが定着するまで

に⾄っている。豊富な観光資源を有する函館地域の特性を⽣かした観光関連分野の活性化を⽬指している。
こうした地域特性を⽣かした事業を推進し、企業の⽣産性向上や付加価値向上を図り、経済の好循環を創出することを⽬指す。

北海道函館市・北⽃市・七飯町における第2期基本計画の概要

北海道函館市・北⽃市・七飯町

・１件あたり平均47百万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を8件創出。
・地域経済牽引事業が促進区域で1.39倍の波及効果を与え、促進区域で522百万円の付加価値額を創出するこ
とを⽬指す。

計画同意の⽇から令和10年度末⽇まで

促進区域

経済的効果の⽬標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間

計画のポイント

・不動産取得税の減免措置 ・北海道産業振興条例に基づく助成措置
・地域における公共データのオープン化 ・対応窓⼝の設置
・⼈材確保に向けた⽀援 ・ＤＸの促進⽀援
・賃上げ促進⽀援 ・⾷産業の販路拡⼤事業の実施
・企業⽴地の促進

制度・事業環境の整備

・北海道⽴⼯業技術センター ・(公財)函館地域産業振興財団
・北海道⼤学⼤学院⽔産科学研究院 ・公⽴はこだて未来⼤学
・北海道⽴函館⾼等技術専⾨学院 ・函館⼯業⾼等専⾨学校 ・(株)⽇本政策⾦融公庫函館⽀店

地域経済牽引⽀援機関

【要件１︓地域の特性を活⽤すること（①〜④のいずれか）】
①函館地域の⾷料品製造業等の集積を活かした ⾷料品製造関連分野
②公⽴はこだて未来⼤学等の⼈材を活かした ＩＴ分野
③北海道⽴⼯業技術センター等の公設試験研究機関の技術を活かした ものづくり関連分野
④函館地域の歴史・⽂化・景観・⾃然・⾷などの豊富な観光資源等を活かした 観光関連分野

【要件２︓⾼い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分︓46.11百万円超

【要件３︓いずれかの経済的効果が⾒込まれること】
●売上︓5％増加 ●雇⽤者数︓3％増加

令和６年 ⽉ ⽇同意

《促進区域図》


